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こんにちは、株アカデミー事務局です。 

 

前回から、高木さんという 

 

アカデミー生の方を紹介させていただいております。 

 

 

 

高木さんは、２０１４年に株アカデミーに参加されたものの 

 

資金の関係からまだ実際のトレードには移れていなかった方ですが、 

 

資金ができた今 

 

「もう一度手法の復習を徹底して行い、本番に向かいたい」 

 

という想いを持たれ、 

 

7 月 30 日（土）の過去トレブートキャンプにご参加頂きました。 

 

 

 

前回は、 

 

高木さんが株アカデミーに入学されるまでの話を 

 

おうかがいしましたが 

 

本日はいよいよ、 



 

「ブートキャンプ当日に何を学ばれたのか？」 

 

という具体的なお話をおうかがいしていきます。 

 

 

 

あなたのトレードの参考になるテクニックが満載なので 

 

ぜひ最後までご覧くださいね。 

 

 

 

それでは早速 

 

インタビュー内容を紹介させて頂きます。 

 

↓ 
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成長のスピードは段違いだなと感じました。 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 

 

ー ブートキャンプに申し込みされる際、迷いはありませんでしたか？ 

 

 

高木さん： 

 

「いえ、即決でした。 

 

滅多に無い機会だと思いまして。 



 

メールを見て即決済したので 

 

申し込みは相当早かったと思います。 

 

１０番以内には入っていたと思います（笑）」 

 

 

 

 

ー ちなみに１回目のブートキャンプには 

 

参加されていませんでしたが、なぜでしょうか？ 

 

 

高木さん： 

 

「１回目は単純に、メールを見落としていたんですよね。 

 

メール見てたら絶対参加してましたよ。」 

 

 

 

 

ー 普段、高木さんはお一人で過去トレをされていると思うのですが、 

 

先日ブートキャンプにご参加いただき、 

 

過去トレを行っていただいた際には、 

 

何か普段との違いを感じられましたか？ 

 

 

高木さん： 

 

「環境の違いは大きい、ということを肌で実感しました。 



 

家だと、集中力を持続させることが難しいのですが、 

 

講師の方々と、他のスクール生の方がいらっしゃる中で過去トレをすると 

 

かなり集中力が持続しますね。」 

 

 

 

 

ー 当日は、朝 9時～19時まででかなり長丁場だったと思うのですが、 

 

大変ではありませんでしたか？ 

 

 

高木さん： 

 

「あっ、全く大変ではありませんでした。 

 

むしろもっと過去トレやりたかったくらいです（笑） 

 

本当に貴重な時間でした。」 

 

 

 

 

ー それだけ集中されていたということですね。 

 

 

高木さん： 

 

「はい。また開催されたら絶対参加したいですね。 

 

あともう１つ、普段との違いで、 

 

分からないことをすぐに聞けるというメリットも、 



 

かなり実感しました。 

 

成長のスピードが段違いだなと。」 

 

 

 

 

ー なるほど。ちなみに当日は、どういった質問をされましたか？ 

 

 

高木さん： 

 

「主に相殺決済のやり方を質問しました。 

 

いつも反対ポジションを持つタイミングとかで 

 

つまづいていたので・・・ 

 

当日はかなり詳しく、テクニックを教えてもらいました。」 

 

 

 

 

ー 具体的には、どんなテクニックを学びましたか？ 

 

 

高木さん： 

 

「もともと同一方向のポジションで 

 

相殺決済するということは理解していたのですが、 

 

例えば買い２つと、売り１つで 

 

相殺決済するとか、 



 

そういったやり方を教えてもらいました。 

 

自分にとっては斬新でしたね。 

 

 

あとは、価格差の激しいポジションから消していくとか、 

 

真ん中らへんにあるポジションはあまり消さないとか、 

 

そういった細かいコツも教えていただきました。 

 

 

これからそういったコツを 

 

実践に落とし込んでいこうと考えています。」 

 

 

 

 

ー かなりレベルアップされたようですね。 

 

セミナー中は講師が席を回っていたと思うのですが、 

 

その際にも何かアドバイスを受けられましたか？ 

 

 

高木さん： 

 

「はい。 

 

当日過去トレをしている中で、 

 

１回急激な変動があって 

 

その後に１ヶ月くらい動けなくなってしまったことがあったのですが・・・ 



 

その際に、どう対処したら良いのか 

 

というアドバイスをしていただきました。」 

 

 

 

 

ー どういったアドバイスをもらいましたか？ 

 

 

高木さん： 

 

「こういった状況になってしまったら 

 

もう仕方ないけど、こうなる前に 

 

手を打つべきだった、という話でした。 

 

 

で、前月の取引履歴を見ていただいて。 

 

例えば 

 

"買い"と"売り"のポジションで 

 

これだけ価格差があるから身動き取れないんですよ、とか。 

 

 

あと、 

 

真ん中のポジションをもっと残しておけば 

 

身動き取れましたよ、とか、 

 

そういったアドバイスをいただきました。 



 

 

やっぱり現場で過去トレをしながら話を聞けると 

 

理解の速度が圧倒的に早くなりますね。」 

 

 

 

 

ー 身に染みますよね。 

 

 

高木さん： 

 

「はい。 

 

そういえば、他にも、 

 

"自分の思いとは逆のポジションをとる" 

 

という考え方も教わったのですが、 

 

それがかなり斬新でした。 

 

 

"株価が上がる上がる、と思っていても 

 

逆に売りポジションを持っておく"とか。 

 

 

そういったことも大事なんだなあと思いました。」 

 

 

 

 

ー 思い込みのトレードをしない、ということですね。 



 

 

高木さん： 

 

「そうですね、自分勝手に 

 

ここが底値だとか、決めたらいけないんだなと・・・」 

 

 

 

 

ー 「ここが絶対底値だ」と 

 

思ってしまうことって、誰にでもありますからね。 

 

 

高木さん： 

 

「そうなんですよね（笑） 

 

僕も、これ以上は下がらねえだろ、 

 

とかけっこう思うことがあって。 

 

でもそこで買いとか持ったら 

 

また下がってんじゃん、みたいな（笑） 

 

 

そういう経験があったからこそ、 

 

講師の方からのアドバイスは納得できましたし、 

 

参加後は、かなり注意できるようになりました。」 
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今回、高木さんがお話してくださったように 

 

ブートキャンプでは 

 

実戦で生かせるテクニックやアドバイスを 

 

過去トレをやってもらう中で 

 

惜しみなくお伝えします。 

 

 

 

実際に過去トレをやってもらっているその場で 

 

講師が解説し、テクニックなどをお伝えしますので 

 

格段に理解が深まります。 

 

 

 

また、セミナー中は常時講師が席を回っていますので 

 

あなた自身の問題に対して 

 

ピンポイントでアドバイスをさせていただいております。 

 

 

 

やはり、そのアドバイスが 



 

最もダイレクトに響くんですね。 

 

しかも、現場にいるのは１人の講師だけではありませんので 

 

複数の視点から 

 

アドバイスをもらうことも可能です。 

 

 

 

仮に１人の講師からアドバイスをもらって 

 

理解できなかったとしても 

 

他の講師からアドバイスをもらい、 

 

理解することができます。 

 

 

 

そして、そんな環境で 

 

９時から１９時まで 

 

みっちり過去トレをするからこそ 

 

たった１日で 

 

参加者の方に劇的な変化が生まれるのです。 

 

 

 

ということで次回、 

 

実際に高木さんが 



 

ブートキャンプ参加前と、参加後では 

 

いったいどのような変化を感じられて、 

 

どの程度の利益が出せるようになり、 

 

そして将来に対して 

 

どのような展望を持てるようになったのか 

 

ということについて 

 

話していただきます。 

 

 

 

高木さんは今、 

 

心から確信を持たれています。 

 

「確実に稼げる」 

 

という確信を持たれていますが 

 

高木さんの想いを、ぜひあなたと共有させてください。 

 

 

 

それでは、次回をお楽しみに。 

 

 

 

 


